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 今週初めに沖縄地方が梅雨入りしました。１３日(水)には沖縄南方海上で台風１号が発生しました。季節

は早くも夏に移り始めています。宮崎地方でも日中２５度以上の「夏日」になる日もありますが、子どもた

ちは園庭で元気よく遊んでいます。 

 ところで、先週号で今回から「園長だより」を「れんらくアプリ」 

とホームページでお届けするとお知らせしましたので、やってみます。 

感想やご意見があれば、お知らせください。お手紙で出される場合は、 

ピロティー内に設置しています「意見箱」に入れてください。お電話 

でもけっこうです。 

また「意見箱」には、この他にも私の園運営についてや子どもたち 

への教育・保育の在り方、行事等についてなど、なんでもけっこうで 

す。私を含め、職員は子どもたちの健やかな成長のためにと、日々努 

力をしていますが、気づかないこと、足りないこともあるだろうと思 

っています。保護者の皆さんから見た園の状況や感じられること、要 

望などございましたら、ぜひ教えてください。記名・無記名はどちら 

でもかまいません。記名があると考えや対応を直接お伝えできます。 

○ 避難訓練を行いました。 

  １２日(火)の午前、火災を想定した避難訓練を行いました。訓練 

では、園舎の西側から出火したとの想定で、子どもたちは非常ベル 

を聞いて、保育者の話を静かに聞いて、玄関前ピロティー(なかよ 

し広場)に避難しました。避難の様子を見ていると、２歳児や年少 

の子どもたちもカラー帽子で鼻や口を覆っていました。避難開始か 

ら完了まで２分程度かかりました。大声を上げたり、泣いたりする 

子どももいなくて、落ち着いて避難できました。 

○ 新型コロナウィルス感染防止のために 

  連休中に政府から「新しい生活様式」が示されました。できることをしっかりとやって、感染防止、拡

大防止に努めたいものです。ただ、園においては３密全てを避けることは難しいです。特に、乳児の保育

においては抱っこや食事など密接は避けられません。室内での保育では密集の解消も難しいので、できる

だけ屋外やホールなどでの活動を取り入れるようにしています。密閉については、窓を開けて換気に努め

ています。 

そこで、子どもたちの健康を守るために私たちが心がけていることは、ウィルスを園内に持ち込まない、

ということです。そのために、職員は休日の不要不急の外出をできるだけ控えることで感染リスクを下げ、

毎朝の検温を行うなど、体調管理に努めています。また、保育時にはマスク着用、手指のアルコール消毒

を心がけ、スクールバスでは、乗車前の手指のアルコール消毒や窓を開けての換気などに努めています。

保護者の皆さんにも、登降園時にマスクの着用やタブレット操作前の手指のアルコール消毒をお願いして
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います。おそらく、今は県内にはウィルスは入っていないのだろうと思います。この環境を保つために、

県境をまたいでの移動は極力避けましょう。 

○ 気の緩みとは、具体的にはどういうことなのでしょうか？ 

昨日、宮崎県を含む３９県で緊急事態宣言が解除されました。海外では自粛解除後に、また感染者が増

加している国もあります。気持ちを緩めることなく、今後も根気強く感染防止に努めましょう。 

ところで、新型コロナウィルス感染拡大防止のための緊急事態宣言が解除されると、気が緩んでまた感

染が拡大するのではないか、という心配の声がマスコミを通して聞こえてきます。具体的に「気の緩み」

とはどういうことなのでしょうか？ 私なりに考えてみました。 

【数字への感覚のマヒ】 

最近は東京都での感染者の数が減少しています。１日当たりの感染者数は１１日連続で２桁の水準で、

１３日の感染者数は１０人だったそうです。一時は１日２００人近くまで増えていたので、「少なくなっ

たなあ。たった１０人になった」と感じるかもしれません。が、もし、宮崎県内で今日、１日に１０人の

感染者が出たら、どう感じますか？ 県内ではこれまでの感染者数は合計１７人です。 

先日の新聞に「県内ではこの１か月、新たな感染者はなく、全国の都道府県で最長」という記事があり

ました。東京都などと比較すれば「すごい」と感じるかもしれません。が、本来、新型コロナウィルス感

染症の患者はずっと発生しないことが望ましいし、昨年末まではそれが当たり前の日常だったのです。１

か月を長く感じるか、短く感じるかで、生活の仕方も違ってくるのではないでしょうか。 

【根拠のない自信】 

都市部のパチンコ店が自治体の営業自粛要請や指示にも従わず営業しているというニュースを見ます。 

来店者は「店が開いているから来た。開いていなければ来ない」「感染したら仕方がない。自分のことだ

から」などと自分には責任はない、他人には迷惑はかけない、というようなことを言っています。もし、

自分が感染したら、周囲にどれだけの影響を与えるか（家族への感染、職場の負担や感染不安、医療関係

者の負担等）考えているのでしょうか。もしかしたら「自分は大丈夫」と勝手に思い込んでいるのかもし

れません。 

【慣れ】 

 中国で感染が公表されてから５か月近く経過しました。１月後半から２月頃にかけての新型コロナウィ

ルス感染症に対する感覚・感情・怖さを覚えていますか？ みんなが一斉にマスクを求めてドラッグスト

アなどに走りました。 今と比べてどうですか？  

「初心 忘るべからず」 今まさに求められていることではないでしょうか。緊急事態宣言が解除されて

もウィルスが存在しなくなったわけではありません。自分のため、家族のため、みんなが安心して生活で

きる日常を取り戻すことができる日まで、油断せず、今できることをやり続けていきましょう。 

○ スクールバスの駐車について 

  本園では園児送迎用のスクールバスを２台運行しています。 

これまでは、送迎時以外の時間は宮崎学園短期大学の敷地内に 

駐車していましたが、来週から園の駐車場に駐車することとし 

ますので、お知らせします。スクールバスの駐車場所は、思い 

やり駐車スペースの南側です。フェンスに表示紙を掲示してお 

りますので、よろしくお願いします。 

 ところで、お迎えのタイミングですが、スクールバスが２時に園を出発しますので、安全面の確保や混

雑を避けるために、２時前の来園は控えてください。よろしくお願いします。 

 


